
教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成に向けた取組 

―管理職等研修会と沖縄県宜野湾市立普天間第二小学校での取組を中心に― 
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１ はじめに 

 2016 年４月に開設した琉球大学の教職大学院

は昨年、認証評価を終え本年度で４年目を迎えた。

この間、「地域密接型大学として，義務教育諸学校

に関する地域の教員養成機能の中心的役割を担う

とともに，これまで以上に沖縄県教育委員会や市

町村教育委員会等と連携を行い，沖縄県の地域的

課題の解決を目指すこと」（ミッションの再定義）

を念頭に取り組んできた。琉球大学教育学部はこ

れまで県下の７市町村（竹富町、那覇市、島尻教

育研究所・南部広域行政組合、宮古市、宜野湾市、

石垣市、中城村）等の教育委員会と連携・協力に

関する協定を結んでおり、本報告は、島尻教育研

究所・南部広域行政組合との連携・協力協定に基

づく公立小中学校の管理職等研修と宜野湾市立普

天間第二小学校での研修での取組を報告する。 

 小学校は来年度、中学校は再来年度での新学習

指導要領の完全実施を控え、各種研修会等で取り

上げられることが多くなってきた。琉球大学教育

学部は大学と地域社会の連携を目指し、大学が有

する研究活動の成果を地域に還元することを目的

として2010年から「アドバイザリースタッフ派遣

事業」を展開しており、この事業が各種研修会で

活用されている（2018年度実績391回）。 

２ 学習指導要領で求められる多様な取組と不安 

 新学習指導要領は「社会に開かれた教育課程」

を中心に学校教育の改革を進める基本的な立場を

明確に示した。また各教科等の資質・能力を明確

にして、各学校で目指す資質・能力の育成を求め

ていることが大きな特徴といえる。そこでは、教

科等横断的な視点に立った資質・能力の育成を企

図した教育課程編成が求められ、カリキュラム・

マネジメントを駆使して、主体的・対話的で深い

学びの実現を目指すことになっており、その他に

もキーワードがいくつも登場する。一方で「各学

校がその特色を生かして創意工夫を重ね、長年に

わたり積み重ねられてきた教育実践や学術研究の

蓄積を生か」（学習指導要領前文）すことや「全く

異なる指導方法を導入しなければならない捉える

必要はない」、「授業の方法や技術の改善のみを意

図するものではなく」（『学習指導要領（平成29年

告示）解説総則編』）等は、安心感を与える一方で、

学校では何をどのように取り組んだらよいのか明

確になっていない状況も生まれている。こうした

背景から、本年度のアドバイザリースタッフ派遣

事業に寄せられる要望の内、新学習指導要領の総

則を中心とした「教科等横断的な視点に立った資

質・能力」、「カリキュラム・マネジメント」等が

８回になっている（７月末現在）。その対応として、

以下の２点に留意した研修内容を構想、提起して、

学校や小規模の研修会では教科等横断的な視点に

立った資質・能力の育成に向けたカリキュラム・

マネジメントの演習を行ったことを報告する。 

① 従来の教育実践を資質・能力の育成の観点か

ら見直し、実践を振り返ることで新学習指導要領

の取組が新しいことではないことの確認。  

② 国語科を中心とした短期間の教科等横断的な

視点に立った資質・能力の育成を目指した取組。 

※参考文献 金馬国晴 編著『カリキュラム・マネ

ジメントと教育課程』、学文社、2019年。 


